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つ
い
て
話
合
う
機
会
を
持
ち
、
避
難

場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち
出
し
品
な

ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓

練
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
て

　
　
　
　
準
備
し
て
お
く
も
の

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
救

援
物
資
が
届
く
ま
で
に
は
3
日
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
備
え
て
準
備
し
て
お
く

も
の
は
、
家
族
構
成
を
考
え
て
必
要

数
を
用
意
し
、
非
常
持
出
品
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
、

避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出
せ
る
場
所
に

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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クリーンセンター次期中間処理施設整備

事 業 ・ 経 緯 か ら 説 明 会 の 開 催 ま で

児 童 ・ 生 徒 表 彰

市の放射性物質除線実施計画

意 見 公 募 を 開 始 し ま す
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…２
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主 な 内 容

　
昨
年
の
3
月
　
日
に
発
生
し
た
東

11

日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も

避
難
所
で
の
生
活
を
余
議
な
く
さ
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
後
、

速
や
か
に
避
難
所
を
開
設
し
、
避
難

さ
れ
る
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

円
滑
な
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
が
、
交
通

網
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
、
公
共
機
関

が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
（
自

助
）、
そ
し
て
、
自
分
達
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）。
み
な

さ
ん
も
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
普

段
か
ら
定
期
的
に
、
家
族
で
防
災
に

怯
非
常
持
出
品

　
避
難
す
る
と
き
、
ま
ず
最
初
に
持

ち
出
す
べ
き
も
の
で
す
（
左
図
「
非

常
持
出
品
一
覧
」
参
照
）。

怯
災
害
用
備
蓄
品

　
被
災
後
の
生
活
の
た
め
に
準
備
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

胸
食
料
…
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

カ
ッ
プ
麺
、
栄
養
補
助
食
品
な
ど
。

胸
水
…
一
人
1
日
3
渥
を
目
安
に
3

日
分
の
備
蓄
を
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の
汲
み
水
の
ほ
か
、

風
呂
の
水
を
次
に
入
る
ま
で
残
し
て

お
く
習
慣
を
つ
け
る
と
、
生
活
用
水

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

胸
生
活
用
品
…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と

予
備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
毛
布
、
衣
類
、

洗
面
用
具
、
マ
ス
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
な
ど
。

胸
工
具
類
…
家
屋
が
倒
壊
し
た
場
合

な
ど
に
備
え
て
、
救
出
活
動
に
使
え

る
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ー
ル
、
の
こ
ぎ
り
、

車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
を
用
意
し
て
お

く
と
役
立
ち
ま
す
。

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、
自

宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
人
が

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
む
や
み
に

移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
落
ち
着
い
て
交

通
情
報
や
被
害
情
報
等
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○伺 
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

煙
ま
ず
は
自
身
の
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

煙
慌
て
て
移
動
を
開
始
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

煙
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

煙
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被
害

状
況
な
ど
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

煙
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
を

最
優
先
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○伺 
安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

煙
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
き

ま
し
ょ
う
。

煙
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水

や
食
糧
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

煙
事
前
に
発
災
時
の
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

煙
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
り
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

煙
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そのほか：ライター（マッチ）、ろうそく、ナイフ、
缶切り、ビニール袋、ティッシュ、ウェット
ティッシュ、ビニールシート、生理用品。
乳幼児や高齢者がいる場合は、ほ乳瓶、紙おむつ
なども準備しておくと便利だよ！

▲懐中電灯：できれ
ば1人に1つを用意。
予備の電池と電球も
あわせて準備。

▲救急医薬品：消毒薬、
包帯、ばんそうこう、
かぜ薬、解熱剤、胃腸
薬など。常備薬があれ
ば、必ず準備。

葛携帯ラジオ：小型で
軽く、AM・FM両方を
聞けるものを用意。予
備電池も多めに準備。

葛非常食・飲料水：調理
の不要な缶詰、乾パン
など3日分を用意。水
はペットボトルで準備。
乳幼児がいる場合には
粉ミルクなども準備。

▲現金・貴重品：現金は、公
衆電話の利用も考慮して
10円硬貨も用意。貴重品は、
預金通帳、印鑑、健康保険証、
免許証のコピー、権利証書
など。

滑ヘルメット・軍手・
タオル・着替え（上
着・下着）：一人ひと
りに用意。着替えの
衣類は、長袖・長ズ
ボンを準備。

※
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
コ
ン
ビ

ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
と
徒

歩
帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど

を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
頂
け
ま

す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
1

～
4
5
4
）。

緊急速報メールで災害時の緊急情報を配信
　市では平成23 年6月6日から、災害
時の緊急情報を一斉配信するNTTド
コモの「エリアメール」を導入してお
りますが、新たにソフトバンク、auが
同様のサービス「緊急速報メール」の
配信サービスを開始したことを受けて、
ソフトバンクが平成24 年1月30 日、au
は1月31 日から、「緊急速報メール」
を活用した災害・避難情報の配信を開
始いたしました。
恭「緊急速報メール」「エリアメール」
の概要・特徴
　「緊急速報メール」は、ソフトバンク
モバイル㈱およびKDDI㈱、「エリア
メール」は、NTTドコモの携帯電話向
けの災害情報伝達手段で、市内で利用
されている携帯電話（対応機種に限
る）に、情報を配信するシステムです。

臼通信料、月額使用料、情報料を含め
　て、無料で受信できます。
渦緊急速報メール・エリアメールは、
　メールアドレスを用いずに配信エリ
　ア内の対応携帯電話へ配信する仕組
　みのため、登録は不要で、仕事や買
　い物で印西市を訪れた人も受信でき
　ます。
嘘「緊急速報メール」「エリアメール」
　は、圏外（電波が不安定な場合）通
　話中の場合は受信できません。また、
　いずれの場合も受信できなかった
　メッセージについては、問い合わせ
　などで取得することもできません。
唄対応機種や受信設定の詳細につきま
　しては、それぞれの携帯電話会社の
　窓口またはホームページでご確認く
　ださい。

 大
規
模
災

大
規
模
災
害害
に
備
え
て
再
確
認

に
備
え
て
再
確
認
 

非
常
持
出
品
一
覧

 大
規
模
災
害
発
生
時

　
帰
宅
時
に
は
こ
ん
な
点
に
注
意
！

市民ふれあい懇談会
地区型懇談会を開催します

　「市民ふれあい懇談会」は、市長が直接市民のみな
さんと対話をし、みなさんの豊富な経験と知恵を活
かした建設的な意見・提案などを市政に反映させ、
市民参加の拡大を図りながら、「住みよいまち」をつ
くることが目的です。
　この度開催する「地区型懇談会」は、市内各地区
へ市長が自ら出向き、「平成24年度事業・予算」を
テーマに行う懇談会です。今回は下記の日程で開催
します。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・419）。

胸市民ふれあい懇談会の日程胸
時間日程会　　　場

いずれも
午後 3時～
 5時

3/24臥ふれあい文化館
3/25蚊本埜保健センター
4/7臥ふれあいセンターいんば
4/8蚊本埜ファミリア館
4/14臥中央公民館
4/15蚊中央駅前地域交流館
4/21臥小林コミュニティプラザ
4/22蚊平賀構造改善センター

葛
い
ん
ザ
イ
君


